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Ⅰ．はじめに
これまで，北海道体育協会が実施してきたスポーツ医
科学トータルサポート事業の一環で， スポーツ医科学
の見地から北海道・北方圏のバドミントン選手をサポー
トすることを目的として，運動能力測定，メンタルサポー
ト， 栄養学的サポート，血液検査などを定期的に実施
してきた。その結果，北海道・北方圏在住のバドミント
ン強化選手の実態が少しずつ明らかとなってきた１）。し
かしながら，北海道・北方圏選手の運動能力の向上を目
的とした場合，道内選手のみならず，道外の競技レベル
の高い選手と上述した能力，特に運動能力についてどの
程度のレベルに置かれているのかについて明らかにする
必要がある。したがって，競技レベルの高い選手，すな
わちジュニアナショナル選手の運動能力との比較が必要
であると考えた。
バドミントンは，シャトルに対して素早く反応し，か
つその素早い動きを持続することが重要であり，また，
より力強いストロークを行うためには，効率的な動作は
もちろん全身の筋力も必要となってくる。これらの能力
は様々な測定方法により評価することが可能である。た
とえば，全身持久力は精確に評価する場合，主にトレッ
ドミルおよび自転車エルゴメータを用いた呼気ガス分析
による解析方法が用いられており，これにより最高酸素
摂取量（以下，VO２peak）を算出する。一方，最大筋力
については，等速性筋力測定装置を用いた測定方法が用
いられている。しかしながら，これらの方法は時間的な
制約が多く，大人数の被験者を対象とした場合には非常
に困難なことが多いのが現状である。
文部科学省により奨励されている新体力テストは，主
に握力，長座体前屈，上体起こし，立ち幅とび，反復横
とび，２０mシャトルランにより構成される。これらを
測定することにより，全身持久力，最大筋力，柔軟性，
瞬発力および敏捷性の評価が可能である。同法による運
動能力評価は，大人数の被験者を対象とした場合，非常
に効率的である。２０ｍシャトルランは，トレッドミルあ
るいは自転車エルゴメータなどに比較し一度に大人数の
有酸素運動能力を簡便かつ効率的に評価することができ
る特徴を有している。
これまで，運動能力が競技成績に関連するという報告
がなされてきた。上向井らは，世界大会および国内大会
出場経験のある選手を対象に運動能力を測定し，前者で
は有意に能力が高かったことを報告している２）。このこ
とは，運動能力の優劣が少なからず競技成績に影響を及
ぼす可能性を示唆している。しかしながら，先行研究２）
における対象者は主に社会人を対象としており，中学生
および高校生において同様の関連性が認められるかどう
かは不明である。また，北海道の強化選手が全国トップ
レベルにある選手に比較し，どの程度の運動能力を有し
ているかについても明確ではない。したがって，本研究
ではバドミントンを実施している男女の北海道ジュニア
および全国のジュニアナショナル選手を対象に新体力テ
ストを用いた運動能力測定を実施し，その違いについて
検討することを目的とした。
１）北翔大学 生涯スポーツ学部 スポーツ教育学科
２）北海道大学大学院 医学研究科 循環病態内科学
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Ⅱ．方 法
１．対象者
北海道強化選手は，全日本ジュニア選手権大会出場経
験者，北海道中体連、北海道選手権にて上位に位置する
選手および強化委員が推薦する選手とした。ジュニアナ
ショナル選手については，全日本ジュニア選手権大会，
全国高校選手権大会および全国中学生大会にて上位に位
置する選手とした。北海道ジュニア選手は，中学生は男
子９名，女子１１名，高校生は男子１５名，女子２０名を対象
とした。ジュニアナショナル選手については，中学生は
男子２９名，女子２５名，高校生は男子１７名，女子２０名を対
象とした。
２．研究プロトコル
運動能力測定は，北海道ジュニア選手については，平
成２３年１２月に北方圏生涯スポーツ研究センターにて，一
方ジュニアナショナル選手は，平成２３年度４～６月の期
間で、味の素トレーニングセンターにて実施した。
３．体格および運動能力測定
体格測定は，身長，体重を評価項目とした。運動能力
測定は，文部科学省が奨励する新体力テスト（１２～１９歳
用）に準拠し実施した。測定項目は，握力（利き腕），
上体起こし，反復横とび，立ち幅とび，２０ｍシャトルラ
ン（往復持久走）とした。またメディシンボール投げを
追加項目として行った。メディシンボール投げは，両手
でボールをしっかり掴み，身体の前方よりアンダースロー
で投げることにより評価した。なお同測定は，１回目が
練習，２回目を本番とし，計２回測定した。
４．統計
各群間の値の解析は，unpairedttest にて行った。な
お有意水準は５％未満とした。記述データは平均±標準
誤差で表した。
Ⅲ．結 果
１．体格測定
今回，ジュニアナショナル選手の測定データが得られ
なかったため，北海道ジュニアの中学および高校生男女
における学年別の身長，体重のみを示す。
北海道ジュニアの中学１年生男子（ｎ＝３）および女
子（ｎ＝４）身長は，それぞれ１６３．２±１．２，１５８．４±１．６
cm，体重は４８．６±０．６，５０．８±１．０kgであった。中学２
年生男子（ｎ＝６）および女子（ｎ＝７）では，１７０．３
±０．８，１５５．０±０．９cm，体重は５７．９±０．８，４８．６±１．３kg
であった。
続いて高校１年生男子（ｎ＝５）および女子（ｎ＝９）
表１．北海道ジュニアおよびジュニアナショナル選手の運動能力（中学生男子）
北海道ジュニア
（ｎ＝９）
ジュニアナショナル
（ｎ＝２９）
シャトルラン（推定距離），m ２４３３．３±９０．３ ２２７４．５±８８．４
推定VO２，ml／kg／min ５３．４±１．０ ５１．６±１．０
メディシンボール投げ，cm ５３７．８±２２．８ ９５４．１±３４．９＊
反復横とび，点 ５７±２ ６７±１＊
立ち幅とび，cm ２０３．９±３．０ ２２２．４±３．６＊
上体起こし，回 ３４±１ ３８±１＊
握力，kg ３４．０±１．６ ４１．４±１．５＊
平均±標準誤差．＊p＜０．０５VS．北海道ジュニア
表２．北海道ジュニアおよびジュニアナショナル選手の運動能力（中学生女子）
北海道ジュニア
（ｎ＝１１）
ジュニアナショナル
（ｎ＝２５）
シャトルラン（推定距離），m １８２７．３±８２．２ １６２０．８±７６．６
推定VO２，ml／kg／min ４６．６±０．９ ４４．３±０．９
メディシンボール投げ，cm ４７０．０±２４．３ ８７４．６±２９．９＊
反復横とび，点 ４８．９±１．２ ５９．７±０．５＊
立ち幅とび，cm １７９．１±４．２ ２０５．４±０．５＊
上体起こし，回 ３０．１±１．１ ３３．６±０．７＊
握力，kg ２６．１±１．９ ３１．８±０．７＊
平均±標準誤差．＊p＜０．０５VS．北海道ジュニア
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の身長は，それぞれ１７３．７±０．６，１６４．０±０．９cm，体重
は６４．０±０．５，５６．２±０．４kgであった。高校２年生男子
（ｎ＝１０）および女子（ｎ＝１１）では，１７３．３±０．３，
１６０．４±０．５cm，体重は６２．９±０．４，５７．５±０．４kgであっ
た。
２．中学生の北海道ジュニアおよびジュニアナショナル
選手の運動能力
表１に中学生男子の運動能力データを示す。男子では，
握力，上体起こし，反復横とび，立ち幅とびおよびメディ
シンボール投げの値は，ジュニアナショナル選手におい
て有意に高かった。一方２０ｍシャトルランの往復回数に
より算出した推定距離，推定VO２peak には有意差は認
められなかった。
表２に中学生女子の運動能力データを示す。男子と同
様，握力，上体起こし，反復横とび，立ち幅とびおよび
メディシンボール投げの値は，ジュニアナショナル選手
で有意に高い値を示したが，２０ｍシャトルランの往復回
数により算出した推定距離，推定VO２peak には有意差
は認められなかった。
３．高校生の北海道およびジュニアナショナル選手の運
動能力
表３に高校生男子の運動能力データを示す。メディシ
ンボール投げおよび反復横とびにおいて，ジュニアナショ
ナル選手が有意に高い値を示した。他の項目については
有意差が認められなかった。
表４に高校生女子の運動能力データを示す。握力，反
復横とび，立ち幅とび，メディシンボール投げは，ジュ
ニアナショナル選手において有意に高い値を示した。一
方２０ｍシャトルランにより算出した推定距離，推定VO２
peak については有意に低い値を示した。上体起こしに
ついては有意差が認められなかった。
Ⅳ．ま と め
今回，男女の北海道ジュニアおよびジュニアナショナ
ル選手を対象に体格測定，新体力テストを用いた運動能
力評価を実施し，体格および運動能力に違いがあるかど
うかを検討した。測定項目によって違いがあるものの，
多くの項目においてジュニアナショナル選手は有意に高
い値を示していた。これは，運動能力の優劣が競技レベ
ルの程度と関連する可能性が高いことを示唆している。
しかしながら，ナショナルジュニア選手の身長，体重と
いった体格データが不足していたため，体格の違いが測
定結果に及ぼす影響についての検討ができなかった。ナ
ショナルジュニア選手は北海道ジュニア選手と体格が大
きく異なっている可能性があり，それらが測定結果に影
響を及ぼしているかもしれない。以前，われわれは男女
の北海道ジュニア選手を対象に運動能力を測定し，競技
表３．北海道ジュニアおよびジュニアナショナル選手の運動能力（高校生男子）
北海道ジュニア
（ｎ＝１５）
ジュニアナショナル
（ｎ＝１７）
シャトルラン（推定距離），m ２７２５．３±８２．３ ２６８０．０±８１．２
推定VO２，ml／kg／min ５６．６±０．９ ５６．０±０．９
メディシンボール投げ，cm ６５８．０±２５．２ ９８０．０±１６．１＊
反復横とび，点 ６３．２±１．８ ７０．３±０．８＊
立ち幅とび，cm ２３７．７±３．２ ２５０．０±１０．０
上体起こし，回 ３８．３±１．６ ４０．７±１．３
握力，kg ４５．１±１．９ ４５．８±１．１
平均±標準誤差．＊p＜０．０５VS．北海道ジュニア
表４．北海道ジュニアおよびジュニアナショナル選手の運動能力（高校生女子）
北海道ジュニア
（ｎ＝２７）
ジュニアナショナル
（ｎ＝２０）
シャトルラン（推定距離），m １９１４．０±５３．５ １６９８．０±７５．４＊
推定VO２，ml／kg／min ４７．６±０．６ ４５．１±０．８＊
メディシンボール投げ，cm ５０６．０±２０．７ ７４８．０±２７．５＊
反復横とび，点 ４８．５±０．９ ６２．６±０．８＊
立ち幅とび，cm １８７．５±３．２ ２０７．８±２．６＊
上体起こし，回 ３２．０±１．３ ３３．１±０．７
握力，kg ３１．４±１．１ ３５．１±１．０＊
平均±標準誤差．＊p＜０．０５VS．北海道ジュニア
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成績（全国および全道大会出場経験）との関連を検討し，
運動能力と競技成績との間には関連性が少ない可能性を
示した１）。今回の結果とは異なっているが，上述のよう
に体格の大小が測定結果に影響を及ぼす可能性が考えら
れる。今後は，体格データを加えて，それらが測定結果
に影響を与えているかどうか，またそれ以外の要因に関
しても検討を行っていく予定である。
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